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  Niigata College of Nursing offers a recurrent program for nurses called "ANYWHERE—COLLEGE" 

(Dokodemokarejji in Japanese) which provides nurses with a learning program not tied to any one physical 

location. The program' s three central tenets are (1) to be an  'open college' where anyone can participate 

in classes or  lessons; (2) to be a  'virtual college' accessible over the  Internet; (3) to be a provider 

of on—the—job training for nurses within their own work settings. The program supports the objective of 

Niigata College of Nursing to "contribute to the community through the nurturing of human resources that 

well-qualified nurses represent. 

 This study focuses on the  'virtual college' aspect of the program. The goal of this study is to clarify 

the present status of this aspect of the program, evaluate it, and make recommendations for future 

improvements in program content to better meet the needs of the participants. A further issue to be looked 

at in this study is program funding and the need for external funding to implement systematic advances in 

the program.

1.は じめ に 2.ド コカ レの紹介

平成19年 秋,文 部科学省 「社会人の学び直しニーズ

対応教育推進プ ログラム」に新潟県立看護大学(以 下

「本学」とい う)の 「看護師の学び直 しを支援する地域

指向型オープン/バ ーチャル ・カ レッジの試み」が採択

された(平 成19～21年 度).こ れ を受けて本学では 「ド

コでもカレッジプロジェク ト」(以 下 「ドコカ レ」とい

う)を立ち上げ,看 護師が場所 を選ばずに自由に学び直

す ことのできる学習プログラムを用意 し,提 供 してい

る.発 足から4年 経過 した今,ド コカ レの3本 柱の一

つである 「バーチ ャル ・カレッジ」に焦点を当てて現

状を評価 し,今 後の課題を明 らかにしたので報告する.

ドコカ レとは,子 育てな ど様々な事情により第一線

から離れている看護師に対 して 「学び直 し」の場を提

供 し,再 び臨床現場に戻れ るよう支援することを 目的

としたプログラムである.ま た,学 び直 しとい う観点

か ら,最 新 の医療 ・看護 に関す る学習ニーズを持 って

い る現役の看護師に対 しても門戸を開いている.

ドコカ レの特色は,公 開講座や公開授業に参加 して

学ぶ 「オープン ・カ レッジ」,イ ンターネ ッ トを利用

した 「バーチャル ・カ レッジ」,そ して実習病院との

提携により実践現場での 「業務研修」 とい う3本 柱で
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受講は登録制で,対 象者は①看護師免許保有者,②

職場復帰を希望する者若しくは最新の医療や看護につ

いて学びたい者の2条 件を満たすべきこととしている.

いつでも受講登録を受け付けており,こ のプログラム

で一定の要件を満たして学習し,最 終試験に合格した

受講者には本学から終了認定証が授与される.ま た,

必要科目のみを選択して受講する方法もあり,学 習終

了後に単位認定書を発行している.

受講に当たっては受講者が自己のパソコン上からド

コカレのホームペ..__ジを閲覧可能な状態に設定する必

要があるため,設 定マニュアルを作成し,配 布してい

る.な お,受 講は無料である.

3.バ ーチ ャル ・カ レッジの紹介

3.1バ ー チヤル.カ レッジとは

「バーチャル ・カレッジ」 とは,イ ンターネ ッ トを

利用 して,本 学授 業や公開講座 を収録 したVTR,視 聴

覚教材,イ ンターネ ッ トを介 した質疑応答,レ ポー ト

提出などで,自 宅や職場な どで受講者 の学びの場 を限

定せず,自 由に,ま るで大学で学んでいるよ うなプロ

グラムをい う.

利 点 としては,① 受講者の学びの場 を限定せず,自

宅や職場での遠隔受講や視聴覚教材 による 自己学習を

可能 撃している,② ネ ッ トコミュニケーシ ョンシステ

ムを活用することによりプログラム担 当者 からのフィ

ー ドバ ックを適宜受けながらイ ンタラクテ ィブな学習

ができる,③ ネ ッ ト環境 さえあれば どこでも繰 り返 し

学ぶ ことができ,受 講者のペースで学習することがで

きるなどが挙げられ る.

3.2シ ステムの概要

バーチャル ・カ レッジシステムを運用す る上で重要

なWEBサ ー バのソフ トウェアはApacheを 使 用 している.

CMS(ContentManagementSystem)は,ホ ームペー ジ作

成ツール としても十分に利用可能なWordExpressを

使 用 している.こ の使用によ り,ワ ー ドプロセ ッサを

使用するような感覚でホームページを作成することが

できるだけでな く,各 ページの リンクの整合性 も保持

することができる.

LMS(LearningManagementSystem)は,開 発更新の頻

度,日 本語化の進捗,周 辺のコミュニティの人数や予

算などを加味 し,Moodleを 採 択 した.採 択す るにあた

り,日 本語化の進捗問題 は,重 要な決定因子であった.

なぜな ら,画 面の英文表示,単 に文字 コー ドの問題 だ

けでなく,姓 名,月 日,表 示の順番 に影響 を及 ぼすか

らである.

さ らに,バ ーチャル ・カ レッジシステムを構築する

上で,単 に授業教材 とオンライン映像の提供だけでは

単方向とな り,学 習効果の限界がある.そ こで,リ ア

ル タイムで双方向のコミュニケーシ ョンがとれ るよう,

経 済性 とセキュ リティなどを考慮 し,MicrosoftLive

Meetingお よびMicrosoftOfficeCommunicatorを 用

いた.
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3.3コ ンテンツ

受講者のニーズ及び本プロジェク トへ の賛同が得 ら

れた教員の授業若 しくは公 開講座を収録 し,編 集後に

コンテンツ として登録 している.

開講 されている内容は11大 項目,89小 項 目に分か

れ,具 体的には基礎医学や基礎看護技術など学部の講

義,看 護情報統計の修士課程の講義,ド コカ レ主催の

公開講座,本 学で開催 されている一般市民向けの公開

講座,国 家試験問題な どである.1回 の受講時間は,

内容にもよるが,5～140分.平 均約31分 で ある.

製 作に当たっては,ド コカ レの予算でアルバイ トを

雇い,収 録 した画像 を基 に編集 している。1回 の編集

作業に要する時間は収録時間の約10倍 である.

4.バ ーチ ャル ・カ レッジの現 状

4.1利 用状況

文部科学省 のプ ロジェク ト最終年度(平 成21年 度)

の ドコカ レの登録者数は67名 であった.プ ロジェク ト

終了の翌年度(平 成22年 度)の 新規登録者数は18名 と

減少 したものの,今 年度(平 成23年 度)は32人 と現在

は徐々に増加傾向にある.

文 部科学省のプロジェク ト期間最終年度の平成21

年 度 と平成23年 度 のゲス トユーザを含むアクセス件

数 を図3に 示す.

4.2シ ス テムの運用

文部科学省のプ ロジェク トで作成 した既存 シ ステ

ム を仮想 基盤上 に構築 した仮想マシンで運用 してい

る.そ の理由は,主 に,以 下の2点 である.

(1)仮 想 マ シンは,環 境が古い汎用機 のハー ドウエ

アをエ ミュ レー トす ることでアプ リケーシ ョンプ

ログラムをその仮想マシン環境の中で使い続 ける

ことができる.し たがって,シ ステムのメンテナン

スが不要である.

(2)エ ミュ レーション処理の一部をハー ドウエア側

でオフロー ドす ることにより,プ ロセ ッサに掛かる

負荷を減 らす ことができる.こ の利点を活か し,2



～300人 が 同時にアクセスしても耐え得る大容量シ

ステムを構築す ることができた.

そ して,こ のシステムでは仮想マシン上に情報圧縮

した仮想ディスクを構築 し,そ れによってデータ転送

量とシステムの負荷を軽減 している。

さらに,バ ーチャルマシンに2つ,Moodleに1つ

パ ラメータを設定 している.Moodleの マ ニュアル

と設計者の経験を基 にパ ラメー タを設定 してい るが,

現 時点では,シ ステムの不具合 などの現象はない.

シ ステムの維持費は,現 時点では ドコカ レ予算で賄

われている.平 成23年 度 の ドコカ レ予算は1,519,000

円で,う ち約560,000円 をバーチャル ・カレッジ予算

として計上 した.

4.3受 講 者の声

受講者か ら寄せ られた主な意見は次の とお りである.

○ 自由にインターネッ トで閲覧でき,自 分 の都合の

良い時間に観 られるのでよい.

○大学の講義のVTRが 実際に役立っ内容が吹き込ま

れていた と思 う.

○行 けなかった講義を後 日,視 聴できて よい.

○紙の資料 よりもやは り映像 はイ ンパ ク トがある.

● 件数が少な く,次 々と学習できるようなものでは

ない.

● 壱う少 し興味を持ち勉強ができるよ うなものだと

良いと思った.

●バーチャル ・カレッジをもっ と充実 してほ しい.

○今後 もいろいろな科 目を閲覧出来 ると有難い.

4.4外 部 評価

平成22年 度に実施 された 「大学機関別認証評価」に

おいて,本 学の ドコカ レについては,主 な優れた点 と

して 「看護技術修得支援のための視聴覚教材を開発 し,

活 用 している」 と報告 されている.

5.バ ー チ ャル ・カ レッ ジ の課 題

受講者の声から明らかなように,「いつでもどこでも

自由に学べる」 とい う点では,こ のプロジェク トの 目

的は達成できたものと考えられ る.

しか し,コ ンテンツのさらなる充実 を求める声など

もある.受 講者 のニーズに応 えられるよう,現 在,提

供 しているコンテンツの見直 しや今後の製作 を段階的

にできるように していきたい と考える.

また,受 講者の隙間時間を有効に活用 できるような

サービスを追求するな らば,ス マー トホンな ど携帯端

末の活用 も視野に入れていきたい.

文部科学省 「社会人の学び直 しニーズ対応教育推進

プ ログラム」は平成21年 度で終了し,以 後,県 費単独

予算で実施 しているが,継 続予算の捻出が難 しい状況

がある.こ のプロジェク トを継続す る上で,外 部資金

の獲i得な ども視野に入れ,計 画的に進めていきたい.

そ して,何 よりも,本 学のような小規模単科大学で

種々のコンテンツ作成 ・維持するには,限 界がある.

そ こで,他 大学 と相互認証を視野にいれた,共 同開発 ・

研究することを考える時期にきていると思われ る.

6.お わ りに

本学の使命 は 「資質の高い看護人材の育成を通 じて

地域に貢献す る」ことである.今 後もそれ を果たして

ゆくためにも,バ ーチャル ・カ レッジの継続が重要で

あると考える.

今 回の研究会を通 して,本 プロジェク トが発展でき

るよ う,色 々な角度 ・視点か らご意見をいただければ

幸いです.よ ろしくお願いいた します.
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※本 プロジェク トの報告書は機関 リポジ トリで

配信する予定である.


